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7月の星空

七夕
七夕伝説は、一年に一度７月７日の

夜にのみ会うことができる織姫と彦星
のお話です。織姫はこと座のベガ、彦
星はわし座のアルタイルのことを指し
ます。二人の間に見えるもやもやは
もちろん天の川。2000億個もの星
でできた、天の川銀河を横から
見た姿です。

へびつかい座
織姫と彦星が見つかったら、

面白い名前の星を探してみ
ましょう。二つの星を繋ぎ、
西の方に三角形を作ってみる
と、2等星のラス・アルハゲが
見つかります。ここには偉大な
医者の星座があります。その名
もへびつかい座。古代ギリシャ
のアスクレピオスという医者は
へびを使ってどんな病気でも治す
ことができました。
現代では、アスクレピオスのへびが

「スターオブライフ」というマークとし
て、救急車に描かれています。探してみ
てくださいね。

時空街道ツアーex コズミックスクール

４がつく日曜・祝日に実施していた
「時空街道ツアー」が、今年は「時空街
道ツアーex」としてパワーアップしまし
た。このツアーでは常設展から四日市の
歴史、環境を学んだ後、最後にプラネタ
リウムで宇宙から見た地球について考え
ていきます。

日時：7月24日(金)
13：15～15：15
(受付は13：15まで)

場所：3階常設展入口
料金：無料

天体望遠鏡を作って
月の観察をしよう

天体望遠鏡はどうして遠くのも
のが大きく見えるんでしょうか。
望遠鏡の仕組みについて学びなが
ら、自分だけの望遠鏡を作って、
月の模様や惑星たちを観察してみ
ましょう。

日時：7月25日（土）
15：00～18：00

場所：1階 講座室
参加費：3000円
※詳しくはホームページをご覧ください。

★★観望会★★

※天候不良時は中止です。
※当日は自由参加・無料です。
※参加にあたりマスクの着用、手指消毒、観覧受付票
の記入をお願いいたします。

編集後記

これを読む大人の方は、
「冥王星は惑星でない」と定
められた当時のニュースを覚
えているでしょうか。筆者は
その頃小学校低学年。惑星に
ついてはっきり知らないまで
も、これは歴史的な瞬間なの
だと実感していました。当た
り前だと思っていたものが、
実は大きく異なっていたとい
うことがわかる瞬間は、天文
学の中で最上級の面白さでは
ないでしょうか。

惑星
今年の夏は星座だけでなく、惑星も

しっかりと観察してみましょう。気温が
高くなるにつれて、空でもぎらぎらと惑
星たちが輝きます。東の空低いところに
明るく輝く二つの星。明るいほうが木
星で、次に明るい星が土星です。惑
星は太陽の周りをまわっています。
また、太陽やベガ、アルタイルと
いった恒星のように自力で光るこ
とができず、太陽の光を反射し
て輝きます。
そもそもなぜ惑星というので
しょうか。恒星は恒常的に同
じ位置にある星、それに対し
て惑星は、惑うように空を移

動する星という意味です。惑星
は太陽の周りをそれぞれの速さ
で回っており、地球との位置関

係を常に変化させているので、空
の一点にとどまるということがあり
ません。そのため、年によって見え

る場所が大きく異なるのです。ちなみ
に惑星は英語でプラネット。プラネタリ
ウムはできた当初、惑星のその複雑な動
きを再現できる機械のことを指しました。

7月15日21時の星図

星図：ステラナビゲータ10/(株)アストロアーツ
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7月のガリレオ教室

木星と土星のひみつ
今年の夏は南の空に明るい惑星が

二つ輝きます。木星は太陽系最大の
ガス惑星、土星は大きな環が特徴的
な惑星です。そんな二つの惑星には、
さまざまなひみつがあります。夏休
み前に、じっくり考えてみましょう。

日時：7月12日（日）
①11：00～11：20
②14：00～14：20

場所：1階 講座室
料金：無料

《博物館主催きらら号観望会》
日時：7月25日（土）
時間：19：30～21：00
場所：博物館前市民公園
内容：月を見よう
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